
 「基本の徹底」と「挑戦の継続」
 ここ２～３日は天候があまりよくなく、気

温は低めの推移ですが、週末にかけてまた暑

さが戻ってくる予報となっていますので、健

康管理に十分気を配ってほしいと思います。

さて、中総体強化期間の第２週目に入りまし

た。校内では勝利を目指し最後の追い込みに

励む運動部、大会へ向かう雰囲気を盛り上げ

ようと熱心に練習する応援団、そして月末に

コンクールを控え、演奏曲練習と応援練習の

二刀流でがんばっている吹奏楽部など、それ

ぞれの立場でやるべきことに精一杯取り組ん

でいる生徒の様子が見られます。１０日後の

市中総体、そして１７日後の吹奏楽コンクー

ル中央地区大会で、城南中生一人一人が輝く

 姿を期待しています。

そんな中、市中総体より少し前のこのタイ

ミングで、ＦＩＦＡサッカーワールドカップ

北中米大会が明日からスタートし、日本代表

チームの初戦は１５日（月）に強豪オランダ

との対戦となります。前回大会で同じくヨー

ロッパの強豪であるドイツやスペインに競り

勝ち、世界各国から注目を浴びる存在となっ

た日本。今回代表入りを果たした選手の多く

は、海外に活動拠点をおいて、世界の猛者た

ちを相手に日々腕を磨いており、そんな日本

代表が再び世界の舞台で躍動する姿を見られ

ることを、今か今かと心待ちにしているとこ

ろです。今日はこの日本代表を８年もの間率

いている森保一監督

の指導者としての考

え方について、私が

感銘を受けているこ

とを２つ紹介したい

 と思います。　　　 ＜「illust image」より＞

１つ目は、森保監督が就任以来選手に求め

続けている ということで「基本を徹底する」

す。その基本とは「個人の責任」と「チーム

ワーク」を連携することであり、まず「個人

の責任」として、選手一人一人が持てる力を

１００％発揮し、その個々の１００％を連携

・連動させることでチーム力を高める、その

ためにチームワークが重要であると森保監督

は述べています。今回、代表メンバーに選出

されたプレーヤーは、先述の通り世界に認め

らるような優れた力を有する選手たちばかり

です。その個々の優れた力が掛け合わさるこ

とで、さらに日本代表チームは強くなるとい

城南生徒憲章、う信念だと思います。これは

協力の２番目にある「主体的に行動し、仲間

います。つまとの絆を深めよう」にも通じて

り森保監督の示す「基本を徹底する」とは、

ことと「個々の協力がチームを強力にする」

 考えられます。

「失敗を恐れずに挑戦し続けるこ　２つ目は

です。レベルアップしようとする途中でと」

は、挑戦していることがうまくいかないこと

やミスすることがあるかもしれない、しかし

そうしたことを覚悟した上でしっかりと挑戦

困難を乗り越えを続けることが大切であり、

るためには「謙虚さ」と「粘り強さ」が重要

という考え方です。森保監督は、自身である

が日本代表選手としてワールドカップ予選に

参加した際、試合終了間際に相手にゴールを

許し、本大会への出場を阻まれた、いわゆる

「ドーハの悲劇」を経験しています。こうし

た大きな挫折を経験しながらも、次なる挑戦

をし続けてきたことが、監督になってから無

敵艦隊スペイン代表に逆転勝利を収める、い

わゆる「ドーハの歓喜」につながりました。

城南生徒憲章、健康の１つ目「何事にも前向

に加え、きな気持ちで挑戦する心を育もう」

それを粘り強く謙虚な気持ちで継続していく

こと、つまり こ挑戦の継続が成長につながる

とを、森保監督自身のサッカー人生そのもの

 からも感じ取ることができます。

　みなさんも自分自身が思い描く理想の結果

を目指し を「基本の徹底」と「挑戦の継続」

 大切にしてください。
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